

































































































































































































































































































































































































































































































































































































住 吉 の 神 を か つ 人＼ 拝 み た て ま つ る 。
月 日 の 光 を 手 に 得 た て ま つ り た る 心 地 し て 、
いとなみ仕うま
つ る 事 、
こ と わ り な り 。 （ 明 石 巻 。
ニ ー 六 六 頁 ）
歩 の 啓 示 に よ っ て 源 氏 を 須 磨 の 地 よ り 招 き 迎 え る に 至 っ た 明 石
入 道 が 、
明 け 初 め る 光 の 中 で わ ず か に 源 氏 の 容 姿 を 見 て 心 哨 れ や
か に な り つ 、 何 く
れ と 奉 仕 す る 様 を r こ と わ り 」 と し て い る 。 ＾ 源
氏 の 美 ↓ 感 嘆 ・ 奉 仕 〉 と い う 心 理
的必然性になるが、その語によっ
・て表出しているものは結局のところ源氏の美の秀逸さである。よ っ て 、
源氏の美を対象としての「あは
れ 」 の 感 動 が 厳存 す る と
言 え る 。
次 の 例 は 、
春を愛する紫上の心情についてのものである。
13（
源 氏 ） 「 （ 梅 壺 ） 女 御 の 、
秋に心を寄せ給へりしもあはれ
に 、





薄 雲 巻 。
ニ ー ニ 四 四 頁 ）
「 秋 好 中 宮 」 の 名 の 由 来 を 生 ん だ 春 秋 優 劣 論 の 段 で あ る 。 紫 上
が 春 を 愛 す る の も 「 こ と わ り 」 だ と
い う の は 、




て 「 あ は れ な り 」 と 言 っ て い る の も 「 あ は れ に こ と わ り な り 」 とい う こ と に な る の で あ っ て 、
秋の






り 。 か 、 る 折 は 、
生 け る か ひ も つ く り 出 で た る も 、
道理（こ
とわり）なりと見ゆ。（洛標巻。ニーーニニ頁）
明 石 姫 君 の 五 十 日 の 祝 に 都 の 栢 氏 よ り 上 京 を 促 す 手 紙 と と も に
明 石 上 が 膀 物 を も ら っ た こ と へ の 入 道 の 感 涙 を 「 こ と わ り 」 と している。
〈娘の幸運↓感涙〉という人間当然の心情を表しており、
雪うまでもなく「あは
れ 」 の 対 象 た り 得 る も の で あ る 。
六条御息所の心情に関しても「ことわり」の用例が存する。15「
故 御 息 所 の 、 （ 娘 斎 宮 の こ と を ） い と う し ろ め た げ に 心
おき給ひしを、
こ と わ り な れ ど 、
枇 （ の ） 中 の 人 も 、
さやう




． ． ． ． ． ． 
」 と （ 源 氏 は ）
お ぽ し な る 。 （ 澪 概 巻 。 ニ ー ニ ―
九 頁 ）







の 共 惑 が 存 在





そ し て 彼 女 を 心 消 <
世 話 す る 決 意 へ と つ な が っ て い る の で あ る 。
こ こ に も や は り 、
自
己 に と っ て 不 都 合 な 心 情 へ の 理 解 と い う ｀
謂 和 の 理 念 が 込 め ら れ
ていると言えよう。
次の例は、






















るこ と「ことわり」な との対立路藤が表出されているのであ 。
当然の肉親の情への理解で
あり、
「
．．．．．． 
ことわりにあは
れなり」と同義である。
以下の二例は、
明石
上の姫君への情愛に関するものである。
17「
••…•たまさかに（源氏が）はひわたり給ふついでを待っ
事にて、
人笑へに、
はしたなきこと、
いかにあらむ」と思ひ
乱れても、
また、
さり
とて、
か、る所に生ひいで、
かずまへ
られ給はざらむも、
いと、
あはれなれば、
ひたすらにも、
え
恨みそむかず。
親たちも、
げに、
ことわりと思ひなげくに、
中々心もつきは ぬ。
（松風巻。
ニー一九二頁）
しきりに上京を促
す源氏の手紙に対して、
物の数でもない身の
程では自分も娘もともに屑身の狭い思い
をするだけでどうだろう
か、
しかし、
このような辺地で娘を成長させる
のも不憫なことで
あろう、
等と思い迷う明石上の心情を、
入道及ぴ母君が「ことわ
り」と共感している。「ことわり」とする要因の中に、
娘を「あ
はれ」に思う心情も含まれていることは言うまでもない。
18（
明石上）「（姫が紫上の養女として）あらためて、
やむ事
なきかたにもてなされ給ふとも、
人の漏り聞かむ
ことは、
な
か／＼にやっくろひがたく思されむ」とて、
はなちがたく思
ひたる、
ことわりにはあ
れど、（源氏）「うしろやすからぬか
たにやなどは、
な疑ひ給ひそ。
……」
（薄雲巻。一
1ーニ―五ーニ―六頁）
明石姫君を紫上のもとに引き取る考えを源氏が言い出したこと
で、
もとより手放す気持ちに れない明石
上が、
姫の素性面が取
り沙汰されると源氏に不都合ではないかということを口実にし抵抗している。実際には継子いじめの方が心配のはずであるが、そのように抗弁して姫を手放さずに済まそうとする母親の心情を「ことわり」としている
のである。源氏にとって姫を手放し難く
思う心情は不都合なはずである
が、
それへの共感が厳存するとい
うことは、
やはり源氏が「もののあはれ」を知る存在であること
を明示し
ていると言えるのである。
次は、
源氏の叔母・女五宮 心情に関する用例である。
19（
源氏）「・・・ ・・桃園の
宮の、
心ほそきさまにて物し給ふ、
式部卿の宮に年頃はゆ．つりきこえつる
を、
いまはたのむなど
おぼしのたまふも、
ことわりに、いとほしければ」など人
（
- 29 -
にもの給ひなせど：：・・
（朝顔迷。
ニーニ五八頁）
紫上の嫉妬の哲動を心痛に思いながらも朝頗のもとに出かける
．そ
の直前の言い訳である。
老齢で弱々しい様子の女五宮が
、低
話
をしていた兄式部卿宮に先立たれた
後、
その代わりにと甥の自分
を頼りにするのも「ことわり」だとしてい
る。
その心梢的なもの
は「いとほしけれ」とともに、
より深い「あはれ」の対象たり得
ると言えるだろう。
次の二例は、
主従関係における、
酋わば不条理の理ともいうべ
・きものである。
20（
老女房たち）「いでや、（侍従が去るのも）ことわりぞ。
いかでかたちとまり給はむ。我ら
も、
えこそ念じはつまじけ
れ」（蓬生巻。
ニー一五一頁）
末摘花の叔母（大弐の北の方）に伴われて筑紫へ下ることになっ
た侍従が邸を去って行った直後における老女房たちの言である。長年仕えてきた老女房が、
侍従が屯のもとから去っていくのを困
窮した邸の現状より「ことわり」
としているが、
これは、
主従関
係における非封建的、
人間的な意味合いを包含するものである。
つまり、
主従関係においては不条理であるが、
人梢的には理であ
るという、「ことわり
」のもつ極めて人間的な意義が確認できる
のである。
言うまでもなく、
侍従の心情は「あはれ」の対象たり
得るものである。
又、
老女房たちにとって侍従が主従の関係を断
ち切って邸を去ることは不都合なはずである
が、
それに対して理
思ふ
6…・・・物息ふ•おぼし乱る•おもひ沈む
解を表しているということは、
やはりこの物語の閥和の理念の存
在を窺わせるものであろ 。
以上、
取り上げた「ことわり」は、
男女の梢関係(lllO)、
美閑係(lli13)、
肉親の梢関係(14し19)、
主従の情槻係(20
)
のものであり、
全て人梢・
心情的に当然・必然の理であって、皆
rあはれ」の共感·惑動の対象となり得る内実を有するものであった。作者が「ことわり」に課した役割の中には、「あはれ」の共感・感動の対象たり得る ともに「あはれ」単独では表出困難であるところの心的必然性·
心梢的条理の表象という、
紛れもなく文芸
的に重大な意義が厳存する である。
ここで、
1120の引用文における「ことわり」の関係心梢語句
を示すと次のようになる。（
）は実質内容から想定され
る心
梢である。
ー
．．．．．． 
心ぽそし•あはれげなり・いみじうなげく
2・・・・・・心ぽそげなり3 
.• ,…（枇間体からの憚りの念）
4・・・・・・おそろしう・
（東宮の行く末を案じるIIl心い）
5・・ なれむつぶ・父母にもなりつ、あっかふ•こひしう
- 30 -
7・・・・・・別れんほどのわりなさ・むせたり8•… 見ならはぬことに（つらく）おぼす9 
．．．．．． 
一人野中の道にまどふ．泣く
10, 
．．．．． 
いとうたてと思ふ
11…・・
・すぐれたる御心ざし
12・・・
・老いわす 、
よはひのぶる心ちす・笑み栄ゆ
•月日
の光を手に得たてまつりたる心地す
13
・ ・・・
・心しめ給ふ
14 
.... 
,．喜ぴ泣きす•生けるかひもっくり出でたり
15 
..  
◆ ．． 
（娘のことを）いとうしろめたげに心おく
16 
.. .. 
（同行を促す肉親の情）
17 
..  
,：人笑ヘ・
はしたな
きこと思ひ乱る
・
かずまへられ
ず•あはれなり・え恨みそむかず・
18 
...... 
（枇問体を）つくろひがたく思す
19…・・・心ぽそきさま・
たのむ
20 
.••... 
（困窮から生じるやむを得ない気持ち）
これを見ても、
作者がrことわり」に対して如何に心梢や梢念
に関与する語としての意味を多大に付与しているかが確認できるであろう。そのこ は又、
やはり「ことわり」のもつ内実が必然
的に「 はれ」の対象となり得ることを示しているわけである。
更に、
1120の「ことわり」は次のように二つに分類すること
もできる。
，
7 
ー
ー
②自己に不都合な相手の心梢への理解・共感
...... 
3.
8.10.
11.15.
18.20
 
①は言うまでもないことだが、
殊に②の「ことわり」の存在は、
r源氏物語』に調和の理念11「もののあはれを知る」精神が厳存することを如実に示すものであろう。「ことわり」の人情的
・心
梢的な条理の考察は、
まさしくこの物語の本質に触れる契機とな
るのである。（了）
注以下の『源氏物照』の引用文は全て、
山岸徳平氏校注の岩波日本
古典文学大系『源氏物甜』二に拠り、
「二」と略記する。
尚、
引川
文中の「
」
・
()
•読点は適宜省略する。
又、
引川文中の
傍線は全て私の所作である。
2「
岡大国文論稿」第三十号（平成十四年三月•岡山大学文学部日
本文学研究室）、 『源氏物語』のrことわり」ーその『もののあはれ」と近接する文芸的内実についての考察ー」）十五頁。
3r
美の伝統』新修版11昭四四・宝文館出版11九十四頁。
3の掛、
九十九頁。
以上．
IEI字体は新字体に換えた。
（かみち
としひこ
別府大学短期大学部初等教育科助教授）
23
4
.6
l
． ー
ー
1.2.4
.5
.6
.
7.9.
 
①相手の心情への理解・共感
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